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１月

労福協新春名刺交換会（５日）
第１回地協代表者会議（21日）
第３回執行委員会（24日）
労働相談ダイヤル担当者研修会（28日）

２月
第59回地方委員会（７日）
第４回執行委員会（21日）

３月

春季生活闘争新潟県中央総決起集会（１日）
第２回地協代表者会議（４日）
にいがたユニオン第23回定期大会（４日）
連合国際女性デー
　第23回にいがた集会（女性委員会）（12日）
第５回執行委員会（拡大闘争委員会）（31日）

４月
春季生活闘争・中小総決起集会（１日）
第６回執行委員会（19日）

５月
第88回新潟県中央メーデー（１日）
第７回執行委員会（24日）
青年委員会・女性委員会合同学習会

６月
第28回女性集会（女性委員会）（３日）
第３回地協代表者会議（17日）
第８回執行委員会（21日）

６月
平和行動 in 沖縄（23～25日）
第60回地方委員会（28日）
女と男フェスティバル2017（女性委員会）

７月

第９回執行委員会（19日）
第20回構成組織
第24回地協女性代表者会議（女性委員会）
� （29日）

８月
平和行動 in 長崎（８～10日）
第10回執行委員会（30日）

９月
第11回執行委員会（20日）
第４回地協代表者会議（30日）

10月

第12回執行委員会（12日）
女性労働問題懇談会（女性委員会）
連合北陸ブロック
　青年組織代表者・担当者会議

11月
第27回年次大会（１日）
第29回女性委員会総会
第29回青年委員会総会

土曜労働相談会（毎月第２土曜日開催）

※第28回新潟県勤労者駅伝大会の日程は調整中です。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
ど
ん
な
新
年
を
迎
え
ら
れ
、
ど
ん
な
一
年
を
願

っ
た
で
し
ょ
う
か
。
連
合
新
潟
は
今
年
も
「
組
織
拡
大
」
を

最
優
先
に
、
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
の
実
現
に
向

け
て
歩
み
を
止
め
る
こ
と
な
く
進
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　

昨
年
は
、「
一
〇
〇
〇
万
連
合
組
織
」
実
現
に
向
け
て
組

織
拡
大
に
力
を
注
ぐ
中
、
構
成
組
織
の
中
か
ら
連
合
運
動
か

ら
の
離
脱
や
他
地
方
連
合
会
へ
の
組
織
人
員
登
録
変
更
も
あ

り
、
残
念
な
が
ら
数
歩
後
退
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

着
地
点
で
あ
る
二
〇
二
〇
年
が
刻
々
と
迫
る
中
、
皆
さ
ん
の

協
力
を
得
て
、
し
っ
か
り
と
着
実
に
組
織
拡
大
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
な
る
連
携
・
協
力
を
願
う
も

の
で
す
。

　

周
知
の
と
お
り
、
新
潟
県
は
全
国
よ
り
速
い
ス
ピ
ー
ド
で

人
口
が
減
っ
て
い
ま
す
。
労
働
人
口
も
同
様
に
、
特
に
若
年

層
の
社
会
減
少
・
流
出
は
止
ま
る
こ
と
な
く
、
人
口
減
少
・

社
会
の
担
い
手
の
減
少
は
、
わ
が
県
の
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
支
え
る
側
の
減
少
が
格
差
と
貧
困
に
拍
車
を
か

け
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
昨
秋
の
県
知
事

選
挙
の
結
果
、
民
進
党
に
籍
を
置
い
て
い
た
米
山
知
事
が
誕

生
し
ま
し
た
。
就
任
以
降
関
係
構
築
を
急
い
で
ま
い
り
ま
し

た
が
、
働
き
や
す
く
、
暮
ら
し
や
す
い
新
潟
県
づ
く
り
、「
働

く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
、
さ
ら

に
連
携
を
密
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

年
末
に
「
連
合
評
価
委
員
会
〈
最
終
報
告
〉」
を
読
み
返

し
ま
し
た
。「
働
く
者
は
元
来
弱
い
存
在
で
あ
る
。
組
織
さ

れ
た
労
働
者
・
連
合
が
、
す
べ
て
の
働
く
者
の
先
頭
に
立
ち
、

協
力
・
連
帯
し
て
社
会
の
不
条
理
に
立
ち
向
か
う
」。
こ
れ
は
、

二
〇
〇
三
年
に
「
連
合
評
価
委
員
会
」
か
ら
私
た
ち
連
合
が

求
め
ら
れ
た
も
の
の
一
つ
で
す
。
心
新
た
に
一
二
万
組
合
員

の
先
頭
に
立
ち
新
年
を
歩
み
出
し
た
い
と
願
う
も
の
で
す
。

　

二
〇
一
七
年
が
皆
様
に
と
っ
て
健
や
か
で
実
り
多
い
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

連
携
と
協
力
で
前
進

連
合
新
潟
会
長

齋

藤

敏

明

第59回
地方委員会

と　き　２月７日（火）
　　　　13：30～
ところ　新潟市・
　　　　ガレッソホール

労働相談ダイヤル
担当者学習会

と　き　１月28日（土）
ところ　新潟市・
　　　　勤労福祉会館
　　　　　　　　２階

　

2017年２月４日（土）午後４時～６時
会場　新潟市秋葉区文化会館

「パネルディスカッション」

《パネリスト》
新潟県知事	 米山隆一氏
自民党衆議院議員	高鳥修一氏
民進党衆議院議員	鷲尾英一郎氏

《コーディネーター》
連合新潟会長	 齋藤敏明参加費

無料

～雇用の不安・雇止めの不安はありませんか？～
パート・アルバイト・契約・派遣などで働くみなさんのための

連合労働相談ホットライン

主催／連合新潟、新潟県食と環境ネットワーク

2017年2月9日（木）～11日（土）10：00〜19：00

0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52
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こんなとき
　どうする�

労働法制Q&A

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日9:00～17:00）

2017年１月15日 平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） （毎月１回15日発行） (2)第311号

土曜相談会 ２月は11日に開催

Ａ ：パワーハラスメントは、人事異動や注意で
改善できるのもから司法での解決が必要なものまで
さまざま。具体的にどのようなときに、どのような
言葉・行為が、どの程度あったか整理を。心身の不
調が顕著な場合は受診も。

　使用者には、労働者に対する安全配慮
義務がある。いじめやパワハラは人格権
侵害の不法行為であり、こうした行為に
対しては、加害者だけでなく使用者にも
民法上の責任が問われる場合がある。

Ｑ：�職場の上司から、ミスを厳しく叱責され
たり、社員の前で罵倒されたり、頭を小
突かれたりする。精神的に滅入ってしま
い、夜も眠れないときがある。

２０１７ 春季生活闘争スタート
　

連
合
は
、「『
底
上
げ
・

底
支
え
』『
格
差
是
正
』

で
ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ
を

実
現
し
よ
う
！
長
時
間
労

働
撲
滅
で
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ

フ
の
実
現
を
！
」
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
も
と
、
一
一
月

二
五
日
に
行
わ
れ
た
第
七

四
回
中
央
委
員
会
で
二
〇

一
七
春
季
生
活
闘
争
方
針

を
決
め
ま
し
た
。

　

二
〇
一
七
春
季
生
活
闘

争
は
、「
経
済
の
自
律
的

成
長
」「
包
括
的
な
社
会

の
構
築
」「
デ
ィ
ー
セ
ン

ト
・
ワ
ー
ク
の
実
現
」
を

め
ざ
す
取
り
組
み
で
あ
る

と
し
、
そ
の
た
め
に
は
消

費
拡
大
を
は
か
る
必
要
が

あ
り
、
す
べ
て
の
働
く
者

の
賃
金
の
「
底
上
げ
・
底

支
え
」「
格
差
是
正
」
の

　

一
二
月
一
三
日
、
新
潟
市
・

万
代
シ
ル
バ
ー
ホ
テ
ル
で
第
六

回
構
成
組
織
書
記
長
・
事
務
局

長
会
議
を
二
三
人
が
参
加
し
開

催
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
連
合
新
潟
が
各

構
成
組
織
か
ら
集
め
た
意
見
の

共
有
や
、
二
〇
一
七
春
季
生
活

闘
争
方
針
に
つ
い
て
の
意
見
交

換
、
連
合
新
潟
女
性
委
員
会
・

青
年
委
員
会
の
役
員
選
出
の
お

願
い
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

実
現
に
取
り
組
む
。
ま
た
、

中
小
地
場
組
合
の
底
上
げ

を
は
か
る
た
め
に
は
、「
大

手
追
従
・
大
手
準
拠
か
ら

の
脱
却
」「
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
全
体
の
付
加
価
値

配
分
」
を
前
進
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
闘
い
と
し

て
取
り
組
む
方
針
を
決
定

し
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
は
、
本
部
方

針
に
基
づ
き
、
二
月
七
日

の
第
五
九
回
地
方
委
員
会

に
て
連
合
新
潟
二
〇
一
七

春
季
生
活
闘
争
方
針
を
決

定
す
る
予
定
で
す
。

　

働
く
者
の
労
働
条
件
の

向
上
を
め
ざ
し
、
労
働
組

合
が
結
集
し
、
職
場
と
一

体
と
な
り
取
り
組
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

早
い
も
の
で
、
二

〇
一
六
年
も
残
す
と

こ
ろ
数
日
、
今
年
の

世
相
を
表
す
漢
字

が
全
国
公
募
一
五
三
、

五
六
二
票
よ
り
六
、

六
五
五
票
を
獲
得
し

「
金
」
に
決
定
し
た
。

み
な
さ
ん
は
一
年
間

を
振
り
返
り
ど
ん
な
漢
字
だ
っ

た
だ
ろ
う
か
？

　

私
は
な
に
や
ら
環
境
が
激
変

し
た
一
年
で
あ
り
、
漢
字
で
表

す
な
ら
「
忙
」
と
か
「
走
」
で

あ
る
。

　

余
裕
の
な
か
っ
た
今
年
の
総

括
を
ち
ゃ
ん
と
し
、
来
年
を
充

実
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
上
げ
る
と
し
よ
う
。

�

（Light

）

2016年末一時金  連合新潟第３回集計結果
� （12月20日現在）

＜年末一時金 回答・妥結集計結果＞
年間（夏冬）妥結の年末分と年末（今季）回答妥結組合で昨年
との比較が可能な組合の集計結果
（額集計：100組合（17,080人）　月数集計：111組合（18,819人）
◎組合員１人平均（加重平均）	額：509,511円	 月数：2.01ヶ月
	 昨年　額：505,063円	 月数：2.02ヶ月

（昨年との差　額：＋4,449円、月数：−0.01ヶ月）
◎組合平均（単純平均）	 額：386,023円	 月数：1.84ヶ月
	 昨年　額：391,381円	 月数：1.87ヶ月

（昨年との差　額：−5,358円、月数：−0.03ヶ月）
☆調査対象組合382組合（74,407人）中、200組合（38,523人）が

回答妥結した（年間妥結の年末分含む）。
　＜年末一時金要求集計結果（今季交渉分のみ）＞
【額集計】

組合数 人数 2016年 2015年同時期
組合員１人平均�（加重平均）

59 9,175
612,450 615,780

組合平均� （単純平均） 541,119 586,269
【月数集計】

組合数 人数 2016年 2015年同時期
組合員１人平均�（加重平均）

70 9,467
2.37 2.32

組合平均� （単純平均） 2.24 2.26

組
織
活
性
化
を
め
ざ
し
て

第
六
回
構
成
組
織
書
記
長
・
事
務
局
長
会
議
を
開
催

　

会
議
終
了
後
、
第
六
回
総
合

生
協
産
別
推
進
会
議
が
開
か
れ
、

総
合
生
協
の
組
織
・
経
営
課
題

に
つ
い
て
情
報
が
提
供
さ
れ
、

自
賠
責
共
済
募
集
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
賀
川
豊
彦
記
念
館
の
西

参
事
を
招
き
「
共
済
の
父
・
労

働
組
合
の
母 

賀
川
豊
彦
氏
の

基
本
思
想
を
学
ぶ
」
と
題
し
、

講
演
を
も
ら
い
ま
し
た
。
賀
川

豊
彦
は
、
日
本
の
生
協
運
動
の

父
と
言
わ
れ
、協
同
組
合
運
動
・

労
働
運
動
・
農
民
運
動
な
ど
の

社
会
運
動
に
先
駆
的
な
役
割
を

果
た
し
協
同
組
合
中
心
思
想
七

カ
条
①
利
益
共
楽
、
②
人
格
経

済
、
③
資
本
共
済
、
④
非
搾
取
、

⑤
権
力
分
散
、
⑥
超
政
党
、
⑦

教
育
中
心
を
掲
げ
「
救
貧
か
ら

防
貧
へ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
講
演
を

聞
き
、
改
め
て
労
働
者
福
祉
運

動
を
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

一
一
月
二
九
日
、
連
合
新
潟
は
、
新
潟
県
退
職
者
連
合
と
意
見

交
換
会
を
実
施
し
、
国
・
県
・
市
町
村
へ
の
要
望
や
要
請
行
動
な

ど
、
連
携
を
更
に
は
か
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

一
二
月
一
一
日
、
新
潟
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
で
、
民
進
党
県
連

と
連
合
新
潟
の
第
二
三
回
定
期

協
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
民
進
党
県
連
・
鷲

尾
代
表
代
行
よ
り
、
県
知
事
選

を
巡
る
混
乱
に
つ
い
て
改
め
て

陳
謝
が
あ
り
、
解
散
総
選
挙
に

む
け
三
者
協
議
（
民
進
党
・
社

民
党
・
連
合
新
潟
）
な
ど
意
見

交
換
を
行
っ
て
動
き
出
す
こ
と
、

政
府
与
党
・
安
倍
政
権
の
や
り

た
い
放
題
の
運
営
な
ど
を
含
め

た
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

齋
藤
会
長
か
ら
は
、
来
年
の

春
に
折
り
返
し
地
点
と
な
る
、

県
議
・
政
令
市
議
を
含
む
次
期

統
一
地
方
選
に
む
け
、
空
白
区

を
無
く
し
、
不
戦
敗
は
無
く
す

取
り
組
み
の
強
化
に
動
き
出
す

こ
と
な
ど
諸
課
題
を
含
め
、
あ

い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
報
告
事
項
と
当
面

の
課
題
に
つ
い
て
、
協
議
し
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

民
進
党
と
定
期
協
議
を
実
施

退
職
者
連
合
と
意
見
交
換

　

高
齢
協
は

二
〇
一
六
年

七
月
、「
新

潟
県
退
職
者

連
合
」
に
名
称
変
更
し
た
。

　

名
称
変
更
し
て
も
会
活
動

の
目
的
は
変
わ
ら
な
い
。
平

和
と
退
職
者
・
高
齢
者
に
係

る
社
会
福
祉
の
向
上
を
目
指

す
。

　

政
府
は
年
金
・
医
療
・
介

護
な
ど
の
社
会
保
障
政
策
に

つ
い
て
、
給
付
の
抑
制
と
大

幅
な
負
担
増
を
求
め
て
い
る
。

む
ろ
ん
全
て
の
政
策
が
即
問

題
と
は
言
え
な
い
。

　

年
金
の
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

イ
ド
制
と
改
定
ル
ー
ル
の
見

直
し
は
、
将
来
世
代
の
給
付

水
準
を
確
保
す
る
た
め
や
む

を
得
な
い
。
医
療
・
介
護
の

所
得
に
よ
る
応
能
負
担
も
端

か
ら
否
定
は
で
き
ま
い
。

　

だ
が
、
法
人
税
は
六
・
六

％
下
げ
、
財
源
で
あ
る
消
費

税
の
税
率
引
き
上
げ
を
、
選

挙
戦
を
有
利
に
運
ぶ
た
め
二

度
も
先
送
り
し
な
が
ら
、
高

齢
者
の
急
増
と
財
政
難
を
錦

の
御
旗
の
よ
う
に
、
給
付
の

抑
制
と
大
幅
な
負
担
増
を
遮

二
無
二
に
求
め
る
政
策
が
、

果
た
し
て
真
っ
当
な
政
策
と

言
え
る
だ
ろ
う
か
。

　

会
員
の
ほ
と
ん
ど
は
年
金

の
み
の
生
活
者
だ
。
唯
々

諾
々
と
し
て
い
た
ら
、
誰
か

が
「
下
流
老
人
」
に
追
い
込

ま
れ
か
ね
な
い
。
総
選
挙
で

一
矢
を
報
い
た
い
も
の
だ
。

新
潟
県
退
職
者
連
合 

早
川
会
長
の
ご
挨
拶


